
資料４

社会医療法人社団 沼南会

医療法人社団健信会及び
社会医療法人社団沼南会の合併について



沼隈病院

一般病床（急性期） 60床

療養病床（慢性期） 58床

木下メディカルクリニック

一般病床 ※現在休床中 19床

沼隈病院

一般病床（急性期） 60床

療養病床（慢性期） 58床

木下メディカルクリニック

療養病床（慢性期） 19床

沼南会 沼南会

健信会

 健信会理事長は後継者不在に加え、高齢による事業継続の課題を持たれていた。長きにわたり沼隈地域におい

て重要な医療介護の役割を担われており、かねてより事業継続にむけての模索をされていた。

 そのような状況の中、当地域における連携先当法人（沼南会）へ打診を頂き今回の合意に至った。

１．概要

①法人合併

②病床再開と機能変更

２．経緯

①医療法人社団健信会（以降、健信会）と社会医療法人社団沼南会（以降、沼南会）の法人合併を実施

（存続法人は沼南会）

②合併後、木下メディカルクリニックの名称は継続し、病床再開および医療機能の変更（一般⇒療養）を行う
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①2023年病床数と2025年必要病床数
（福山・府中医療圏）

３．対象施設の方向性

 「１．概要」の②に記載の通り、合併後は「木下メディカルクリニック」の病床を再開し療養病床へ転換を計画。

病床再開にあたっては、現在の木下クリニックにて行う方針。

 このたびの再開および転換の目的は、沼隈病院の一般病床（60床）と療養病床（58床）の病床稼働率が

それぞれ94.4％、98.5％（2023年度）と非常に高く、かねてより急性期後に引き続き医療を必要とする慢性

期患者の受け皿不足が沼南会グループ内だけでなく沼隈地域の課題となっていたことから行うもの。

 福山・府中医療圏では、2023年時点の慢性期病床数が2025年必要病床数に対し不足していること（以下、

①）や当該地域において当面一定の医療介護需要が見込まれる（以下、②）ことから、病床再開および病床

機能転換は適当であると考えている。

②沼南会、健信会エリアにおける医療介護需要推計
（2023年=100 ）
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※圏内の年齢別将来人口推計より沼南会作成
※広島県地域医療構想より抜粋



法人名 社会医療法人社団沼南会

代表者名 檜谷 鞠子 法人設立 1979年7月

中核施設 沼隈病院

診療科目 内科、呼吸器内科、気管食道内科、循環
器内科、消化器内科、胃腸内科、外科、
脳神経外科、呼吸器外科、消化器外科、
肛門外科、整形外科、形成外科、小児科、
婦人科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、歯科、ﾘ
ﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、麻酔科

病床数 118床（一般60床、療養58床）

関連事業 診療所、介護老人保健施設、特定施設入
居者生活介護、短期入所生活介護、訪問
看護、訪問介護、訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、通所
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、居宅介護支援事業所ほか

法人名 医療法人社団健信会

代表者名 木下 雅晴 法人設立 2002年3月

中核施設 木下メディカルクリニック

診療科目 胃腸内科、外科、整形外科

病床数 19床（一般19床）
※2017年1月より休床

関連事業 認知症対応型共同生活介護

４．スケジュール

2月 ・・・ 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ・・・ 9月以降

基本合意 締結

法人合併

病床転換

病床再開

地域医療構想調整会議 本件

医療審議会 資料提出 審議会
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５．２法人の基本情報


